
一し
か
も
、
島
に
施
設
が

あ
る
海
上
自
衛
隊
と
気

象
庁
の
職
員
が
駐
在
す

る
の
み
で
、　
一
般
の
市

の
講
演
会
は
、

・
内

科
院
長
）
一が
、
尾
池
さ

ん
に
依
頼
し
て
開
催
が

い
て
は
、
放
射
能
が
自

然
界
に
存
在
す
る
レ
ベ

ル
に
低
減
す
る
に
は
数

万
年
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
地
下

プ
」

設
す
る

「地
層
処
分
」

が
、

全
で
実
現
可
能
な
処
分

方
法
と
さ
れ
る
。
原
子

力
発
電
環
境
整
備
機
構

（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
な
ど
は
、

地
層
処
分
の
適
地
が
■

本
列
島
に
広
く
存
在
す

る
と
の
認
識
を
示
し
て

い
る
が
、
地
球
科
学
の

専
門
家
有
志
は
２
０
２

３
年
１０
月
「
地

殻
変
動

８
月
３
日
地
震
学
の
尾
池
氏

原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
み
核
燃
料

，
か
ら
出
る
高
ル
ベ
ル
敬
射
性
廃
棄
物

「核
の
ご
み
」
の
最
終
処
分
に
つ
い
て

考
え
る
講
演
会
が
８
月
８
日
午
後
２
時

（開
場
１
時
半
）
か
ら
ハ
和
歌
山
市
小

・人
町
の
市
男
女
共
生
を
進
セ
ン
タ
ト

（あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
６
階
み
ら
い

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
・　

　

　

　

・

１
号
）
に
よ
る
と
、
南

鳥
島
は
、
太
平
洋
プ
レ

ト
ト
が
生
ま
れ
て
約
１

億
５
０
０
０
万
年
経
過

し
た
位
置
に
あ
り
、
世

界
で
最
も
安
定
し
た
海

洋
プ
レ
ー
ト
上
に
あ
る

日
本
の
国
土
。
火
山
の

噴
火
、
活
断
層
の
活
動

に
よ
る
地
震
の
発
生
、

地
滑
り
な
ど
の
変
動
帯

特
有
の
現
象
が
な
い
こ

と
が
分
か

っ
て
い
る
。

核
の
ゴ
ミ
を
考
え
る

実
行
委
員
会

（島
廣
樹

代
表
）
が
主
催
、
市
民

連
合
わ
か
や
ま
、
週
刊

金
曜
日
わ
か
や
ま
読
者

会
が
共
催
。

都
大
学
総
長
（
福
島
第‐

一
原
子
力
発
電
所
事
故

調
査
委
員
会
委
員
な
ど

を
務
め
た
地
震
学
者
の

尾
池
和
夫
さ
ん
♀

講師の尾池和夫さ

題
し
て
話
す

は
資
料
代
５

参
加
費

０
０
円
。

一
島
代
表
は
「原
発
を
一一

考
え
る
上
で
、
ど
う
し

の
問
題
を
解
決
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
地
震

の
権
威
が

『
唯

〓
』

と
提
案
す
る
南
鳥
島
の

話
を
い
ぜ
ひ
聴
い
て
は

し
い
」
と
話
し
、
来
場

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

・
問
い
合
わ
せ
は
島
代

表

（
肌
Ｇ
７
３
●
４
２

４

ｏ
つ
１
０
８．
）
”

・    ・             |      ■●                        .        |
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地
は
な
い

‐と
の
声
明
を

発
表
し
て
い
る
「
　

．

講
師
の
尾

池

さ

も

定
員
は
１‐
５
０
人
。
申

し
込
み
は
不
要
。

」
み
」
に

つ

く
存
在
す
る
」
と
の
考

え

に
異
を
唱
・え
る

一

方
↑
唯

一
の
期
待
で
き

る
選
択
と
し
て
、
日
本


